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コ
ン
ト
ラ
事
業
の
拡
充
を
お
願
い
し
た
い
。

「
回
答
」
コ
ン
ト
ラ
事
業
に
つ
い
て
課
題

は
多
く
あ
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
負
託
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

◆
　
購
　
買
　
部
　
◆

「
意
見
」
ビ
ー
ト
の
防
除
等
、
日
甜
か
ら

ハ
ガ
キ
で
来
ま
す
が
、
実
際
に
到
着
す
る

の
は
散
布
す
る
日
か
ら
遅
れ
る
の
で
、
Ｊ

Ａ
コ
ネ
ク
ト
等
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
回
答
」
日
甜
と
情
報
を
共
有
し
て
、
Ｊ

Ａ
コ
ネ
ク
ト
な
ど
で
速
や
か
に
連
絡
で
き

る
よ
う
に
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

◆
　
総
　
務
　
部
　
◆

「
意
見
」
今
年
の
事
業
分
量
配
当
に
つ
い

て
、
肥
料
と
農
薬
の
配
当
率
が
下
が
っ
た

の
は
農
協
の
取
扱
高
が
下
が
っ
た
か
ら
で

す
か
。

「
回
答
」
資
材
価
格
が
令
和
４
年
度
の
肥

料
高
騰
、
翌
年
は
農
薬
の
値
上
り
な
ど
高

止
ま
り
傾
向
で
す
が
、
価
格
上
昇
時
に
は

在
庫
の
含
み
益
を
配
当
に
回
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
令
和
４
年
度
以
降
の
３

年
間
は
配
当
率
が
徐
々
に
下
が
っ
て
い
る

も
の
の
、
以
前
よ
り
は
高
い
水
準
と
な
っ

て
お
り
、
取
扱
高
が
減
っ
た
訳
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

「
意
見
」
事
業
分
量
配
当
に
関
連
し
て
、

米
の
販
売
手
数
料
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
、

試
算
よ
り
も
多
く
収
支
が
改
善
し
た
場
合
、

米
の
配
当
金
が
上
が
る
可
能
性
は
あ
り
ま

す
か
。

「
回
答
」
現
状
の
試
算
で
は
米
の
販
売
手

数
料
を
引
き
上
げ
る
中
で
、
１
％
の
利
用

配
当
率
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
情
勢
次
第

に
は
な
り
ま
す
が
、
皆
様
に
安
定
的
に
還

元
で
き
る
よ
う
に
少
し
で
も
高
く
販
売
し
、

集
荷
も
増
や
す
努
力
を
し
て
参
り
ま
す
。

「
意
見
」
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の
時
は
配

達
と
ク
ミ
カ
ン
引
落
を
利
用
で
き
た
が
、

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
で
は
ど
う
な
り
ま
す
か
。

「
回
答
」
今
ま
で
の
よ
う
な
配
達
、
ク
ミ

カ
ン
・
貯
金
口
座
引
落
は
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
で
の
配
達
対

応
は
店
舗
で
お
買
い
物
を
い
た
だ
い
た
商

品
の
配
送
（
ら
く
ち
ん
便
：
有
料
）
以
外

は
基
本
的
に
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
お
支
払

方
法
も
店
頭
で
の
対
応
と
な
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
意
見
」
ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
美
瑛
店
か

ら
志
比
内
・
就
実
方
面
を
ま
わ
っ
て
い
る

と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ホ
ク
レ

ン
シ
ョ
ッ
プ
美
瑛
店
で
は
ク
ミ
カ
ン
引
落

に
す
る
こ
と
は
出
来
ま
す
か
。

「
回
答
」
確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、
美
瑛
店

か
ら
の
ク
ミ
カ
ン
決
済
は
利
用
で
き
な
い

状
況
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ク
レ
ン

シ
ョ
ッ
プ
美
瑛
店
は
令
和
８
年
３
月
19
日

に
閉
店
す
る
こ
と
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

◆
　
合 

併 

協 

議 

関 

連
　
◆

「
意
見
」
令
和
８
年
２
月
に
合
併
協
議
体

の
名
称
が
変
更
に
な
り
ま
す
が
、
合
併
の

是
非
に
つ
い
て
組
合
員
が
判
断
す
る
時
期

は
い
つ
に
な
り
ま
す
か
。

「
回
答
」
合
併
協
議
の
当
初
は
合
併
推
進

委
員
会
に
移
行
す
る
際
に
、
総
代
会
で
賛

否
を
と
る
と
説
明
し
て
い
た
経
過
が
あ
り

ま
し
た
が
、
現
在
は
合
併
の
決
議
に
つ
い

て
は
令
和
８
年
10
月
に
予
定
し
て
い
る
臨

時
総
（
代
）
会
に
て
行
う
考
え
に
な
っ
て

い
ま
す
。

「
意
見
」
合
併
協
議
の
中
で
、
手
数
料
率

に
つ
い
て
ど
の
様
に
な
る
の
か
。

「
回
答
」「
新
Ｊ
Ａ
合
併
プ
ラ
ン
（
た
た
き

台
）」
の
中
で
提
案
し
て
参
り
ま
す
。

「
意
見
」
近
隣
で
は
農
民
連
盟
は
西
神
楽

に
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
合
併
し
た
後
も

従
来
同
様
に
西
神
楽
支
店
に
農
連
の
事
務

所
を
貸
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
回
答
」
現
状
と
変
わ
ら
ず
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
進
め
て
参
り
ま
す
。
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地
区
別
組
合
員
懇
談
会「
意
見
と
回
答
」に
つ
い
て

　

令
和
７
年
11
月
28
日
（
金
）
午
前
９
時
30
分
よ
り
本
店
、
午
後
１
時
30

分
よ
り
西
神
楽
支
店
に
お
い
て
組
合
員
懇
談
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
令

和
７
年
度
の
経
過
と
令
和
８
年
度
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
質
問
に
つ
い
て
、
今
後
の
Ｊ
Ａ
事

業
運
営
に
反
映
で
き
る
よ
う
検
討
し
、
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

◆
　
営
　
農
　
部
　
◆

「
意
見
」
令
和
８
年
産
米
か
ら
の
販
売
手

数
料
に
つ
い
て
「
精
算
金
額
の
３
％
」
と

い
う
事
で
す
が
、
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
教

え
て
ほ
し
い
。

「
回
答
」米
価
下
落
の
局
面
で
、従
来
の「
精

算
金
額
の
2.4
％
」
と
い
う
手
数
料
方
式
か

ら
、１
俵
12
千
円
を
基
準
と
し
た「
２
８
８

円
の
固
定
手
数
料
」
に
変
更
し
て
運
用
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
情
勢

変
化
や
施
設
維
持
・
人
材
確
保
な
ど
の
課

題
を
踏
ま
え
、
事
業
を
安
定
的
に
継
続
さ

せ
、
利
用
高
配
当
も
行
な
う
た
め
に
部
門

別
損
益
を
分
析
し
た
結
果
、
今
後
は
「
精

算
金
額
の
３
％
」
を
手
数
料
と
し
て
算
定

い
た
し
ま
し
た
。

「
意
見
」
米
の
手
数
料
引
上
げ
の
必
要
性

は
理
解
す
る
も
の
の
、
現
在
の
米
価
で
は

負
担
増
が
大
き
い
た
め
、
ま
ず
は
集
荷
量

を
増
や
し
て
少
な
い
手
数
料
で
も
経
営
が

安
定
す
る
体
制
づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　

ま
た
、
昨
年
の
集
荷
量
減
少
を
受
け
て

ル
ー
ル
を
見
直
し
た
が
、
期
待
し
た
ほ
ど

集
荷
量
が
回
復
し
て
お
ら
ず
、
新
ル
ー
ル

に
は
改
善
の
余
地
が
あ
る
た
め
、
来
年
に

向
け
た
方
針
や
改
善
策
を
説
明
い
た
だ
き

た
い
。

「
回
答
」
今
年
は
米
価
高
騰
や
他
業
者
と

の
競
争
と
い
う
厳
し
い
状
況
の
中
、
出
荷

契
約
の
見
直
し
や
早
期
高
額
提
示
・
一
部

買
取
な
ど
の
対
策
に
よ
っ
て
昨
年
よ
り
集

荷
量
は
増
え
た
も
の
の
、
従
来
の
水
準
に

は
ま
だ
戻
っ
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
の
出
荷
契
約
の
仕
組
み
に
つ
い
て
は

現
時
点
で
確
定
し
て
い
な
い
が
、
Ｊ
Ａ
へ

の
集
荷
が
増
え
る
よ
う
、
よ
り
良
い
制
度

づ
く
り
を
検
討
し
続
け
て
参
り
ま
す
。

「
意
見
」
近
年
ア
ス
パ
ラ
の
生
産
量
が
減

少
す
る
中
で
、
共
撰
料
が
上
げ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
な
っ
て
い
た
が
、
今
年
は
当

Ｊ
Ａ
以
外
の
近
郊
の
ア
ス
パ
ラ
を
共
撰
す

る
こ
と
で
、
共
撰
料
を
下
げ
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進

め
て
生
産
者
負
担
の
軽
減
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

「
回
答
」
要
望
と
し
て
取
り
入
れ
て
検
討

し
て
参
り
ま
す
。

「
意
見
」
西
神
楽
農
民
連
盟
で
行
っ
て
い

た
生
産
者
の
所
得
税
申
告
事
務
は
、
今
年

度
限
り
で
税
理
士
に
委
託
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
最
近
は
農
業
経
営
基
盤
強
化

準
備
金
の
手
続
き
が
増
え
て
き
て
い
ま
す

が
、
西
神
楽
地
区
も
東
神
楽
地
区
同
様
に

青
色
申
告
会
も
含
め
て
Ｊ
Ａ
職
員
に
対
応

を
お
願
い
し
た
い
。

「
回
答
」
東
神
楽
地
区
は
農
業
振
興
課
が

担
当
し
て
い
ま
す
。
西
神
楽
地
区
の
生
産

者
が
東
神
楽
の
青
色
申
告
会
に
加
入
で
き

る
か
ど
う
か
も
含
め
て
検
討
し
て
参
り
ま

す
。

「
意
見
」
機
械
銀
行
で
プ
ラ
ン
タ
ー
を
導

入
予
定
だ
が
使
い
道
は
何
で
す
か
。
ま
た
、

機
械
銀
行
の
ト
ラ
ク
タ
ー
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
導

入
す
る
と
利
用
者
が
増
え
る
の
で
は
な
い

か
。

「
回
答
」
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
大
豆
な
ど

の
作
付
を
誘
導
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

コ
ン
ト
ラ
事
業
に
よ
る
播
種
作
業
受
託
や

Ｊ
Ａ
青
年
部
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
事
業
の
継

続
な
ど
横
断
的
に
使
用
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　

ト
ラ
ク
タ
ー
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
つ
い
て
は
要

望
と
し
て
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

◆
　
企
　
画
　
室
　
◆

「
意
見
」
昨
年
か
ら
Ｊ
Ａ
は
コ
ン
ト
ラ
事

業
に
頑
張
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
担
い
手

不
足
と
経
営
面
積
が
増
え
て
い
く
中
で
、

手
に
負
え
な
い
部
分
が
出
て
く
る
の
で
、
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令和８年度　役員推薦会議推薦委員名簿 【敬称略】

東神楽１地区� １名
（旭川市、旭神町、東聖１～６区、ひじり野全区）

行政区 氏　　名

東聖５区 狩　野　　　勝

東神楽２地区� １名
（東聖７～１０区、中央１２，１３区）

行政区 氏　　名

東聖１０区 伊　藤　伸　也

東神楽３地区� １名
（中央１の１～６の２区、市街地全区）

行政区 氏　　名

中央１の１区 島　田　幸　典

東神楽４地区� １名
（中央７～９区、忠栄全区）

行政区 氏　　名

中央８区 中　村　祐　太

東神楽５地区� １名
（中央１０、１１区、稲荷地区、八千代地区）

行政区 氏　　名

八　千　代 大　柿　景　介

東神楽６地区� １名
（志比内地区）

行政区 氏　　名

志比内地区 藤　田　尚　広

農業関係組織� ５名
組織名 氏　　名
青年部�

（稲荷１区） 北　川　智　悠

ｸﾘｰﾝﾗｲｽ研究会�
（新栄町） 堤　　　泰　樹

蔬菜研究会�
（忠栄３区） 蒔　田　義　仁

農業委員�
（東聖６区） 島　田　謹　介

改良区�
（中央９区） 金　田　修　一

東神楽地区 １１名

西神楽１地区� １名
（西神楽１～７区）

行政区 氏　　名

西神楽５区 金　屋　裕　久

西神楽２地区� １名
（中央地区、新開）

行政区 氏　　名

中央１区 佐　伯　拓　也

西神楽３地区� １名
（聖和地区）

行政区 氏　　名

聖和１２区 松　井　功　悦

西神楽４地区� １名
（千代ヶ岡地区、就実）

行政区 氏　　名

千代ヶ岡２区 宮　崎　伊　弘

農業関係組織� ５名
組織名 氏　　名
青年部�
（就実） 山　田　敦　士

ｸﾘｰﾝﾗｲｽ研究会�
（西神楽５区） 稲　留　秀　樹

蔬菜研究会�
（就実） 中　島　義　典

農民連盟�
（聖和１区） 影　近　　　章

改良区�
（中央１２区） 伊　藤　雅　典

西神楽地区 ９名

全地区� １名
（理事会）

行政区 氏　　名

中央８区 岸　本　文　孝

全地区 １名

合計 ２１名
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総  代  名  簿
【敬称略】

第11期　任期：令和８年２月15日～令和11年２月14日 総代総定数　１４０名

　東神楽地区　　　総代定数８１名

河野　元喜 熊谷　隆一 堤　　泰樹 金田　俊一 小山　幹仁 水本　悦可

坂田　佳文 伊藤　伸也 西村　俊彦 井澤　広隆 吉田　尚樹 石井　　実

高橋　　修 島田　佳明 佐野　　武 外山  貴義 白川　　悟 長谷田　克裕

高橋　　誠 宮本　崇史 齋藤　峻顯 吉原　康弘 久保　宣夫 大塚　和彦

木下　美雄 山本　剛功 山本　健太郎 尾崎　千洋 伴野　善清 伴野　竜太

斉藤　　肇 水上　佳彦 尾崎　敦彦 新村　公敏 大柿　　稔 藤原　　剛

島田　謹介 妹尾　晴治 井戸端　尉博 西山　智之 蒔田　義仁 大柿　　誠

藏田　大樹 後藤　直人 佐藤　充弘 小林　健二 森　　敬介 北山　秀雄

堀　　卓司 小足　限哉 吉井　　明 朝倉　達也 川浦　和司 宮武　広志

三野　　功 岩滝　史典 外山　裕樹 加藤　光夫 飯田　賢治 藤田　尚広

三野　俊二 妹尾　正信 前田　稜太 中司　寿志 唐太　　努 大瀧　　勉

錦織　佳孝 赤尾　典泰 野々瀬　浩司 外山　博幸 宮崎　　宏

大角　　博 中川　　透 中村　祐太 伴野　順一 大西　建一

及川　　満 高橋　聖司 青野　　隆 古本　純平 久保　功希

　西神楽地区　　　総代定数５９名　

吉田　昌史 稲留　秀樹 細川　正樹 野村　忠弘 中川　清一 森谷　弘之

吉田　和浩 中田　健一 島田　正明 田中　良明 中川　孝宏 安田　尚弘

波能　隆一 松本　隆行 伊藤　雅典 上村　洋基 宮崎　伊弘 寺﨑　孝幸

澤崎　　仁 寺田　伸也 影近　　章 加藤　大志 平田　春樹 小畑　和哉

田村　健治 長坂　眞路 竹田　勝則 猪上　公雄 朝野　伸二 佐野　真也

吉本　昭典 山栗　憲之 垣見　　透 藤村　　一 森川　　清 前田　武明

吉田　　清 平田　康則 細川　真章 平　隆之介 中谷　勝見 中島　義典

谷川　　弘 佐伯　拓也 小出　範之 山澤　覚司 小坂　　勉 山田　　孝

吉本　英典 関崎　　浄 松井　功悦 稲場　実利 佐藤　　隆 鷲尾　雄三

佐藤　博則 野村　幸成 宮﨑　圭佑 稲葉　優樹 高島　康夫
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ポポリリ
ポポッッ トト

令和７年度農農業業用用廃廃ププララススチチッッククのの受受入入ににつついいてて  
～～農農業業用用廃廃ププララススチチッックク適適正正処処理理対対策策協協議議会会～～  

◇◇廃廃ププララススチチッックク適適正正処処理理ののごご案案内内◇◇  
ＪＡ東神楽では年２回の廃プラスチックの受入を行っております。 

第２回目の受け入れを下記の日程で行いますので、農ビと農ポリに分別し処理をしやすいよう 

同じ素材で結束して搬入をして下さい。 

今年度より、注意事項が一部変更になっておりますので、必ず確認をお願い致します。 

■受入日時             ■場 所 

令和７年１１１１月月１１１１日日（（火火））      東神楽地区 ＪＡ東神楽本所構内 

ＡＡＭＭ９９：：００００～～１１２２：：００００ままでで    西神楽地区 西神楽共撰場 
 
 

 
～ 注意事項 ～ 
●農ビ類、農ポリ類の適正な分別に努めましょう 

●付着土砂、混合異物等を除去することが、回収コスト低減につながります 

●タイヤ受け入れ可能です（トラクターのタイヤ等については別途相談） 

●スパイクタイヤは受け入れ不可です 

●フレコンバックには、一種類のみで、色々混ぜないで下さい 

●フレコンバックに入れた物は、中身がわかるように表にマジックで必ず書いて下さい 

●一空フレコンバックが必要な方は、資材課（本店・西神楽）に事前に取りに来て下さい 

●育苗箱は、２０枚一束にして、枚数が多い場合はパレットに積んでラップを巻いて下さい 

●チューブ・ホース類は、小さくまとめて紐で縛って下さい 

●遮光ネット・ビニールシートに付いているハトメは必ず外して紐で縛って下さい 

●ミニコンテナ以外のＰＯ系のかご・ザル類は不可です（プランター・鉢類も不可です） 

●パッカーに付いている金具は必ず外して下さい 

●塩ビ管・暗渠等の長い物は必ず１ｍ以内に切って紐で縛って下さい 

  ※ 長いままで持ってきた場合はお持ち帰り頂きますのでご了承下さい 

 
農ビ類【塩化ビニール】         ●ハウスビニール ※農ビと印字されているもの 

                               ●フレコンバック ●肥料用ポリ袋 ●農ポリ・マルチフィルム 

農ポリ類【ＰＯ系フィルム】     ●不織布 ●種籾ネット ●根切りネット 

●遮光ネット・ビニールシート（ハトメは必ず外し紐で縛って下さい） 

※ノーポリまたは「農ＰＯ」「ＰＯ」「ＰＥ」と印字されているもの 

●ハウスバンド類 ●灌水チューブ類 ●ビニールホース類 

（上記の物は必ず分けて、紐で縛り束にして、フレコン又は肥料袋に入れて下さい） 

●ポリポット（フレコン又は肥料袋に入れてください） 

●パッカー（金具は必ず外し、フレコン又は肥料袋に入れて下さい） 

その他               ●塩ビ管（１ｍ以内に必ず切って紐で縛ってください） 

●暗渠管（１ｍ以内に必ず切ってフレコンに入れてください） 

●ミニコンテナ（それ以外のかご・ザル類は不可） 

●タイヤ（スパイクタイヤは不可）※ホイール無し 

●Ｖベルト ●タイヤチューブ 

●育苗箱（２０枚一束にして、紐で縛って下さい） 

※枚数が多い場合はパレットに積んでラップを巻いて来てください 

 
●プラスチックパレット ●塩ビ系トタン（波トタン・アクリル板） 

受入れ出来ないもの       ●ゴム製品 ●タイヤホイル ●バッテリー ●プランター・鉢類 

          ●家庭から出る廃プラ 

●ＦＲＰ系容器類（丸型・角型・ローリータンク類・ダンポール） 

※ラップフィルムは資材課で購入できます 

マネロン・金融犯罪対策への取組強化について

令和 8 年 1 月 4 日
東神楽農業協同組合

代表理事組合長　岸 本　文 孝

　近年、特殊詐欺被害が新聞等でたびたび報道されるなど、不安に感じておられる組合員・
利用者の方々も多いのではないかと感じています。
　金融取引における環境は急激な進歩を遂げ、非対面取引やキャッシュレス取引が増加し利
便性が向上した半面、フィッシング詐欺やロマンス詐欺など様々な金融犯罪が発生し、その
手法や手口も巧妙かつ高度になってきています。
　また国際的に金融機関が取り組んでいるマネー・ローンダリング（資金洗浄）およびテロ
資金供与対策（以下「マネロン対策」）については、その重要性が益々高まっており、特殊詐
欺被害の防止措置対策やマネロン・金融犯罪対策に取り組むことは、信用事業を営む当組合
の責務でもあります。

　これらの事を踏まえ、当組合では金融機関としての信頼性を確保するため、そしてお客様
の大切な財産を金融犯罪からお守りするために、マネロン・金融犯罪対策の取組みを重要な
経営課題と位置づけ、北海道信連をはじめ各関係機関と協力し対策を講じてまいりましたが、
今般、マネロン・金融犯罪対策の一層の取組み強化に向け、金融部金融課・総務部に金融犯
罪対策リーダーを設置致しました。

　当組合では今後さらに、マネロン・金融犯罪対策リーダーを中心として組合全体としての
取組みの定着化・高度化に向けて取り組むとともに、私を含め常勤役員が組合内おいてマネ
ロン・金融犯罪対策が徹底されるよう指揮・監督を行い、その時々の情勢に対応しながら、
組合員・利用者の方に安心して当組合を利用いただける体制づくりを目指してまいる所存で
す。

　組合員・利用者の皆様には今後とも JA バンク /JA 東神楽をご愛好下さいますよう、お願
い申し上げます。
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　令和７年１２月１６日に第３回加工講習を西神楽農業構造改善センターで部員６名参加のもと実
施いたしました。今回の調理品目は「豚の角煮」と「焼き肉のタレ」の２品目です。豚の角煮は、
合計36㎏の豚バラブロック肉をカットして、フライパンで焼き目を付けてから圧力鍋で加圧後、
鍋でじっくり煮込んで味を染み込ませました。皆さんいつも笑顔で楽しく会話しながら作るのでよ
り美味しいものが
出来上がります。ど
ちらも大量に作る
ので保存食として
も重宝します。お昼
は出来上がった豚
の角煮と生姜焼き
作り、美味しく頂き
ました。

　令和７年１２月８日～１２月１１日までの４日間、役員１０名、職員２名、合計１２名で道外研
修を行いました。
　９日はケンコーマヨネーズ山梨工場の視察を行いました。最初に会議室でホクレンの担当者から
会社の概要や工場についての説明を受けました。この工場ではジャガイモを原料としたサラダなど
のお惣菜を製造しており、当日は工場内を見学させてい
ただき、馬鈴薯をポテトサラダに加工している行程を見
学しました。またこの工場ではＪＡ東神楽産の馬鈴薯も
使用しており、全国のセブンイレブンで販売されている
ベーコンポテトサラダはこちらの工場で製造されていま
す。
　１１日の午前には（株）ミツハシに訪問しました。最
初に会社の概要について説明を受けてから、昨今の米の
情勢についてのお話から始まり、お米の価格についてな
ど意見交換をしてきました。午後からは参議院議員会館
にある東野ひでき議員の事務所を表敬訪問しました。最
初に現状の農政についてお話しいただき、後半は今後の
農政についての意見交換を行い、大変有意義な時間を過
ごすことが出来ました。
　今回の研修を通じて、JA事業の運営体制をより強固
にし、未来に向けた方針を考える良い機会となり大変有
意義な研修となりました。役職員一同、今回の視察で得
た多くの考えをうまく取り入れ JA東神楽の運営を進め
て参ります。

　ＪＡ東神楽女性部　ＪＡ東神楽女性部
「一期加工くらぶ」第３回加工講習「一期加工くらぶ」第３回加工講習

令和７年度　役員道外研修令和７年度　役員道外研修
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営農技術情報� 園芸営農技術情報� 園芸
R7試験の概要
令和７年度に実施した営農技術などに関わる試験成績についてお知らせします。

作物

〇リゾケアXLコーティング種子によるドローン播種
<リゾケアXLコーティング種子>
・苗立ちの安定＝オクソスDS（過酸化カルシウム）から供給
される酸素の作用により、安定した苗立ちの確保
・苗立ちサポート＝スクーデリアES（メタラキシルM）が苗
腐病（ピシウム菌）を防除し、安定した苗立ちをサポート
・害虫駆除＝フォルテンザFS（シアントラニリプロール）イ
ネミズゾウムシ・イネドロオイムシなど初期害虫に優れた効
果を発揮

〇初期剤➣一発剤体系処理によるヒエ対策
＜スタメンフロアブル（初期剤）＞
・近年全道的にヒエが問題になっており、原因として一発剤
の撒き遅れが考えられる。スタメンフロアブルはイプフェン
カルバゾンを含む初期剤でヒエの発生を長期間抑えることが
可能。

〇省力化技術の作業性と除草効果の確認
<カチドキZ楽粒（一発剤）>
・広葉雑草へ高い効果を示すフロルピラウキシフェンベンジ
ル（通称：リンズコア）とヒエ・広葉雑草・カヤツリ雑草な
どへ効果を示すプロピリスルフロンの２成分剤。2成分ながら
幅広い草種に対応可能で、種々の抵抗性雑草にも有効な拡散
製剤。
・新規拡散性剤「楽粒」は従来の処理方法に加え、畦畔風上
側からの一辺処理またはL型処理、ドローン処理も可能。

〇省力化技術の作業性と除草効果の確認
<カクシン楽粒（一発剤）>
・新規有効成分のジメスルファゼット（通称：ベルダー）、
イプフェンカルバゾン、テフリルトリオンの３成分を含む拡
散製剤。特にヒエ・カヤツリ雑草に高い効果を示す。
・新規拡散性剤「楽粒」は従来の処理方法に加え、畦畔風上
側からの一辺またはL型処理、ドローン処理も可能。

〇収量・品質向上
＜水稲用亜リン酸入り化成400＞
・亜リン酸は正リン酸に比べ溶解性が高く分子量が小さいた
め、作物体内での移行性が高く土壌に吸着されにくい。低温
下での根量の増加、初期成育の促進が期待できるため、亜リ
ン酸入り肥料が水稲の初期生育・収量・品質に及ぼす効果を
確認する

〇抽苔期のほうれんそう栽培
<晩抽フォレスト18>
・春から初夏播きまで使える極晩抽性F1ほうれんそう。
・べと病レース1-18.20抵抗性。
・極濃緑葉で光沢があり、収穫物は高品質。
・立枯病、萎凋病等土壌病害に強く、根の痛みによる葉の色
むらが出にくい。

昨年シズイ大量発生圃場にて畦畔からのL型処理。処理後40日程度は雑
草発生は無く高い除草効果を示したが、50日を超えた辺りからシズイ
の発生が多発した。シズイは主に塊茎で繁殖する難防除雑草であり、後
発生については中後期剤との体系処理を含めて検討する必要がある。

初期生育（茎数）は慣行区比139％と大きく上回り、幼穂形成期に
おいても茎数は多く推移した。成熟期は慣行区より2日遅れ、穂数
は慣行区比105％とやや多かった。一方、稈長および穂長は慣行区
と同等であった。収量面では、精玄米重は慣行区比102％と増加し
た。品質面では、製品率は慣行区とほぼ同等、千粒重は0.7％軽
く、等たんぱく含有率は0.5高かった。一方、整粒歩合は68.2％
で、慣行区より3.7％低下した。整粒歩合が低下した要因として、
収穫時期がやや早かったことが考えられる。以上より、本技術は初
期生育の向上効果が高く、初期生育が劣りやすい土壌において、土
壌診断に基づきリン・カリ過剰土壌で実施することで、より高い効
果が期待できると考えられる。

#VALUE!

晩抽型品種の中でも実用性が高いとされる「サマージェット」と「フォ
レスト18」の比較試験について、
萎凋病耐性　　サマージェット（標準）　フォレスト（やや劣る）
生育スピード　サマージェット（標準）　フォレスト（約5日遅れる）
収量（重量）　サマージェット（標準）　フォレスト（やや多い）
近年問題視されている萎凋病耐性に対してはサマージェットが勝る。
「フォレスト」重量が多いメリットはあるが生育スピード遅いため回転
数を稼げない。

ほ
う
れ
ん
そ
う

試験課題・供給資材 結果及び考察概要

水
稲

今回「えみまる」の種子の確保ができなかったため、「ななつぼし」での
試験となった。播種はドローンによる散播とし、乾籾重6kg/10aを使用し
た。通常の湛水直播は、落水出芽が必要となり水管理が困難である。しか
し、オクソスDSおよびスクーデリアFSの効果により、播種後すぐに水深
約10cmの湛水状態でも発芽が可能となり水管理の簡素化が図られた。さ
らに雑草抑制効果も高く、初期剤・後期剤を使用せず一発剤のみで対応で
き、収量は8.8俵/10aと良好な結果であった。一方でコーティング種子は
1kgあたり約3,000～3,500円と高価であるため、さらなるコスト削減が
求められる。対策として、「ななつぼし」より低温下での苗立ち性に優れ
る「えみまる」を使用することで、より少量での播種が可能となり、コス
トパフォーマンスの向上が期待される。しかし、現状ではコーティング処
理施設が遠方にあることなどから種子の安定供給が難しく北海道での実用
化には至っていない。今後の動向に期待したい。

昨年「ヒエ」大量発生圃場２圃場にて5/10（移植10日前）に処理。
同年6/10の一発剤（カチドキZ・サキガケ楽粒）処理まで残草は確認さ
れなかった。

初期剤➣一発剤体系処理試験としてスタメンフロアブル処理後の6/10
に処理。楽粒の特長である拡散性を活かし、1.5ha圃場にて圃場内に入
らず畦畔からのL型処理を行った。処理後40日程度は雑草の発生は見ら
れなかったが、その後若干のホタルイの発生が見られたためバサグラン
エアー1キロ粒剤にて殺草。
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ウェーブ　２月号　掲載予定

昨今の物流・燃料等各コスト上昇を踏まえ、今後も事業を安定継続し

ていくために作業料金を改定いたします。日頃よりご愛顧を賜ってお

ります組合員の皆様には、大変ご迷惑をおかけいたしますが、どうか

ご理解いただきますとともに、今後とも変わらぬご愛顧を賜りますよ

う、心よりお願い申し上げます。

農機・整備事業 ・作業料金及び整備時間単価の値上げ

（例）旧整備基本単価8,800円/h → 新整備基本単価9,900円/h 他

令和８年２月１日より作業料金が改定となります。

※詳しくは、作業担当職員にご確認ください。

作作業業料料金金のの改改定定ににつついいてて
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すでに

e-Taxで
申告しています!!

約４人中３人が

■■旭旭川川中中税税務務署署 ℡００１１６６６６--９９００-１１４４５５１１ ■■旭旭川川東東税税務務署署 ℡００１１６６６６--２２３３-６６２２９９１１

24時間
利用可能

※メンテナンス時間を除きます

自宅から
申告可能

※一部の書類を除きます
イメージデータによる提出も可能

添付書類

提出不要

確定
申告

受信通知から

いつでも内容確認
早期還付

（３週間程度で還付）

※書面提出の場合は
１か月～１か月半程度で還付

e-Taxに必要なもの

 マイナンバーカード

 マイナンバーカード読取対応のスマホ (又はICカードリーダライタ)

 マイナンバーカードのパスワード２つ

① 利用者証明用電子証明書のパスワード

（数字４桁）

② 署名用電子証明書のパスワード

（英数字６～16文字）

 パスワードを忘れた場合やロックされた場

合の対処法については、地方公共団体情報

システム機構のホームページをご確認くだ

さい。

マイナンバーカードで自宅からe-Tax

書かない 確定申告！

e-Taxの５つのメリット

令和７年分の確定申告を予定されている方へ

確定申告会場は非常に混雑します

確定申告会場への入場には「入場整理券」（国税庁ＬＩＮＥ公式アカウ

ントで事前発行もしくは会場で当日配付）が必要です。会場は大変な混雑

が予想され、配付状況に応じて後日の来場をお願いする場合があります。

マイナンバーカード及び電子証明書の有効期限にご注意ください！

「確定申告書等
作成コーナー」
はこちらから

有効期限を過ぎた場合、e-Tax手続等のご利用ができません。

特に、確定申告期は、更新窓口(市区町村）の混雑が予想され

ますので、お早めに更新手続をお願いします。

＞ 有効期限や更新手続等の詳細は、

「デジタル庁公式note」をご確認ください。

入場整理券の

事前発行はこちら！

マイナポータル

利用者登録はこちら

確定申告は、マイナポータル
連携で自動入力！

マイナポータル
アプリをインストール
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今月の配本図書今月の配本図書
サカナ戦争（グローバル化する魚食と日本漁業の未来）
濱田 武士 (著 )

日本が誇る魚食文化は、いまや崩壊寸前……スーパーから国産の「鮮魚」が姿を消し、かつて
安価だった輸入海産物も円安と国際競争で高騰しています。漁業現場は燃料費の負担増加で疲
弊し、水産加工場や漁船は外国人労働力頼りで、日本人漁師は減少の一途です。日本周辺の漁
業水域は外国漁船に占有され、漁場を巡る問題は日本の安全保障にも直結しています。本書は「日
本漁業衰退の真因」に迫り、食卓と水産業の未来を考えるための必読書です。

美しき日本の土壌図鑑
加藤 拓 ( 著 )

世界初！？ ビジュアル“土壌図鑑”普段見ることができない地面の下はどうなっているのか？
そこには微生物や植物、土壌動物が住む多彩な土壌が広がっています。
本書は、全国各地を巡り採取した土壌の断面標本を美しい写真とともに紹介し、その成り立ち
や特徴を詳しく解説。農業・地学の基礎知識はもちろん、研究者ならではの視点と偏愛が光る、
学びと発見に満ちた土壌図鑑です。

JA東神楽農業文庫
※東神楽町図書館でご利用いただけます

図書に関するお問い合わせは
農業振興課℡ 83-2243

種まきと発芽の超裏ワザ（発芽率・品質・収量がアップ！）
竹内 孝功 ( 著 )
家庭菜園の野菜の質と量は“種”で決まる！人気講師・竹内孝功が、ナス・トマト・エダマメ・
ニンジンなどの定番野菜が驚くほど元気に育つ、種まきと発芽についての裏ワザを徹底解説し
ます。ふんだんなイラストで細かなポイントも一目瞭然。この一冊で、今日からあなたも「種
まき名人」に！野菜づくりにおいて「種まき」は最も重要なプロセスのひとつです。種のまき
方次第で発芽率やその後の生育は大きく変わります。

夫が白血病になったのですが。
花福 こざる ( 著 )

風邪だと思ったら、急性骨髄性白血病でした。夫婦で営んでいた花屋は強制終了。治療、仕事、
お金、妻のわたしはどうすれば !? 白血病の“家族の闘病”を描いた、はじめてのコミックエッセイ。
日本人の白血病発症率は年々増加していますが、闘病中の人やその家族が気軽にアクセスできる
情報が少ないのが現状です。漫画家・花福こざるさんが、夫の白血病発症から治療を終えるまでを、
ほのぼのと気楽に読めて、不安を和らげるようなコミックエッセイにまとめました。
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